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小
川（
芋
銭
）家
系
譜
⑩

佐
々
木
‐
木
村
‐
小
川

再
発
見
・
牛
久
第
十
七
話

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

　
　

牛 

久
沼
と 

文
人
墨
客
・
彫
刻
家
・
作
詩
家

　

牛
久
沼
が
、
小
川
芋
銭
の
芸
術
を
育

ん
だ
。
芋
銭
芸
術
は
、
書
、
短
歌
、
俳

句
、
絵
画（
新
南
画
・
俳
画
）に
ジ
ャ
ン

ル
分
け
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
絵
画

の
面
に
お
い
て
は
独
自
性
と
風
格
に
富

ん
だ
作
品
を
生
み
だ
し
て
い
る
。

　

住
井
す
ゑ
は
、
牛
久
沼
の
ほ
と
り
の

自
宅
で
大
河
小
説「
橋
の
な
い
川
」を
書

き
お
ろ
し
、「
牛
久
沼
の
ほ
と
り
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
の
エ
ッ
セ
ー
を
書
く
な
ど

作
家
活
動
を
続
け
た
。

　

池
波
正
太
郎
の
歴
史
小
説
鬼
平
犯
科

帳
・
雲
竜
剣
に
牛
久
沼
の
条

く
だ
り

が
あ
る
が
、

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
な
か
で
は
中
村
吉
右

衛
門
扮
す
る
火
盗
改
長
谷
川
平
蔵
の

台セ
リ
フ詞

に「
牛
久
沼
」が
出
て
く
る
。

　

現
在
で
は
、
彫
刻
家
一
色
邦
彦
と
作

詩
家
中
島
清
冶
が
牛
久
沼
の
ほ
と
り
に

居（
ア
ト
リ
エ
）を
構
え
て
創
作
活
動
を

続
け
て
い
る
。牛

久
沼
と
短
歌

　

小
川
芋
銭
は
、
水
戸
の
杉
田
雨
人
を

通
じ
て
小
杉
放
庵
画
伯
と
親
し
く
な

り
、
同
画
伯
の
紹
介
に
よ
り
東
京
の

２
、
３
の
雑
誌
に
挿
画
を
描
い
た
こ
と

が
あ
っ
た
。

　

放
庵
が
芋
銭
を
追
想
し
て
詠
ん
だ
次

の
短
歌
が
あ
る
。

牛
久
沼
と
俳
句

　

小
川
芋
銭
の
代
表
作
に
、

　

と
い
う
俳
句
が
あ
る
。こ
の
句
碑
が
、

昭
和
63
年
に
牛
久
市
に
よ
っ
て
牛
久
沼

を
見
下
ろ
す
三
日
月
橋
生
涯
学
習
セ
ン

各時代の歴史よりこぼれ話

タ
ー
構
内
に
建
て
ら
れ
た
。
文
字
は
芋

銭
の
自
筆
で
あ
る
。

　

正
岡
子
規
は
、明
治
22
年（
１
８
８
９

年
）４
月
４
日
に
水
戸
へ
の
旅
の
途
中
、

暫
し
牛
久
沼
の
二
千
間
堤（
土
手
）に
立

ち
止
ま
っ
て
次
の
句
を
よ
ん
だ
。

　

水
原
秋し

ゅ
う
お
う
し

桜
子
は
岡
田
村
大
字
柏
田

（
現
柏
田
町
・
町
田
家
）
に
縁
が
深
く
、

牛
久
沼
を
次
の
よ
う
に
よ
ん
で
い
る
。

　
　

牛 

久
沼
で

　
　
　

見
ら
れ
る
黒
富
士
の
詩

　
　

―
 

草
野
心
平
作 ―

　

牛
久
沼
で
、
冬
の
空
気
の
澄
ん
だ
日

に
、
特
に
夕
陽
が
沈
む
こ
ろ
、
雲
魚
亭

か
ら
牛
久
沼
越
し
に
見
え
る
富
士
山
は

「
牛
久
黒
富
士
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

こ
の
黒
富
士
を
、
昭
和
の
初
期

に
、
草
野
心
平（
詩
人
。
１
９
０
３
～

１
９
８
８
年
）
が
詩
に
書
い
て
い
る
の

で
そ
の
全
文
を
写
し
て
お
く
。

牛久沼（大正時代1912～1926年に撮影されたもの）

※
詩
文
は『
ふ
る
さ
と
点
描
』（
昭
和
58

年
・
㈱
エ
リ
ー
ト
情
報
社
刊
）か
ら

引
用

牛
久
沼
が
小
川
芋
銭
の

　
　
　
　

芸
術
を
育
ん
だ

牛
久
沼
清
淵
芋
銭
大
居
士

　

の
墓
の
ほ
と
り
の
藪
椿
か
な

里
川
に
遊
ぶ
子
供
ら
あ
の
中

　

に
芋
銭
が
河
童
ま
じ
り
居
ら
ず
や

五
月
雨
や
月
夜
に
似
た
る
沼
明
り

寒
さ
う
に
鳥
の
う
き
け
り
牛
久
沼

牛
久
沼
あ
ふ
れ
て
せ
は
し
晩
生
刈

牛
久
の
は
て
の
。

は
る
か
の
は
て
の
山や
ま
な
み脈
の
。

そ
の
山
脈
か
ら
い
ち
だ
ん
高
く
。

黒
富
士
。

大
い
な
る
。

は
る
か
。

黒
富
士
。

さ
く
ら
ん
ぼ
色
は
だ
ん
だ
ん
沈
み
。

上
天
に
。

金
隈
取
の
。

雲
一
点
。

〈
存
在
を
超
え
た
無
限
な
も
の
。〉

〈
存
在
に
還
へ
る
無
限
な
も
の
。〉

祈
り
の
如
き
。

は
る
か
。

黒
富
士
。


